
インドネシアにおける地域環境教育プログラムの創出

～「森の聞き書き」手法を活かして～

【活動場所】インドネシア中スラウェシ州とボゴールを主とした地域

【事業目的】日本の高校生に実践されてきた「森の聞き書き甲子園」の経験と手法を活かし、

インドネシアにおける地域環境教育を自立的・発展的に展開することを目的に実施。

主な活動内容：

2012年 ボゴール・コルニタ高校での聞き書き研修（ＮＰＯ共存の森ネットワーク共催）

2013年 中スラウェシ州パルにて研修(4校16名の生徒参加)、成果セミナーの実施(16校70名参加)

成果とプロセスをまとめた本刊行(500部)

聞き書き研修
2014年 聞き書きコンテストの開催

2015年 日本への視察(聞き書き甲子園)と交流

2017年 ボゴールにて聞き書き研修

(ボゴール、パル、中カリマンタン州パランカラヤ

から計11校から約80名参加)

聞き書きコンテスト開催

パランカラヤ市にて成果報告会と聞き書き研修

(パランカラヤ市政府と共催、約80名参加)

聞き書き成果をまとめた本刊行(500部)

2018年 スラウェシ島ゴロンタロ市にて聞き書

き研修(ゴロンタロ国立大学と共催、約80名参加)

日本の高校生とともに聞き書き

経験を振り返るワークショップ


